





































「自分は変わる用意がある』 謙虚な姿勢 学びに枯渇 聞いとして生きる
これは方法論に先立つ
そのような「構え」をもったメンバーが集まれば吉っとうまくいく
方法論は山のようにある古久 姿勢（精神、哲学、生き様）のありようについてはほとんどない
メンバーが集まった最初の会議 あるいはコラポを募る場においては、参加動機にこだわること
これらを踏まえると、このような方法論になる （とれが本来の正しい順序かと） そのプロジェクトと我が人生について話しあうとと
適切に正しく失敗を経験すること
知何lこ自分らは囚われているか
むしろそれを自ずとやってしまうような場づくり（聞いや参加動機）のほうが大事
ステイヲホルダーでビジョンを共有しよう！とか当たり前すぎてるように思える そしてなより素晴らしいコラポには素晴らしい出会いがある （人間性）のはいうまでもないこと。
「自分と出会って素晴らしい出会いだったと相手が思ってくれる自分だろうか？」と自分で問う以外に成功も成長もないよね
